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　 　 　 　 【 書 類 名 】 　 　 　 　 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 　 非 水 電 解 質 電 池
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 ア ル ミ ニ ウ ム 若 し く は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い た 正 極 端 子 及 び ／ 又 は
銅 若 し く は 銅 合 金 を 用 い た 負 極 端 子 に 接 続 用 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ る と 共 に 、
　 当 該 端 子 の 接 続 用 雌 ね じ 部 に 当 該 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 製 の ヘ リ サ ー ト
が 装 着 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 非 水 電 解 質 電 池 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 ア ル ミ ニ ウ ム 若 し く は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い た 正 極 端 子 及 び ／ 又 は
銅 若 し く は 銅 合 金 を 用 い た 負 極 端 子 に 接 続 用 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ る と 共 に 、
　 当 該 端 子 の 接 続 用 雌 ね じ 部 に 、 当 該 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 製 で あ っ て 、
内 周 に 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ た 貫 通 筒 状 又 は 底 付 き 筒 状 の ス リ ー ブ の 外 周 に 形 成 さ れ た 雄 ね
じ を 螺 着 し た こ と を 特 徴 と す る 非 水 電 解 質 電 池 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 ア ル ミ ニ ウ ム 若 し く は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い た 正 極 端 子 及 び ／ 又 は
銅 若 し く は 銅 合 金 を 用 い た 負 極 端 子 に 接 続 用 穴 部 が 形 成 さ れ る と 共 に 、
　 当 該 端 子 の 接 続 用 穴 部 に 、 当 該 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 製 で あ っ て 、 内 周
に 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ た 貫 通 筒 状 又 は 底 付 き 筒 状 の ス リ ー ブ を 嵌 入 固 着 し た こ と を 特 徴 と
す る 非 水 電 解 質 電 池 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 ア ル ミ ニ ウ ム 若 し く は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い た 正 極 端 子 及 び ／ 又 は
銅 若 し く は 銅 合 金 を 用 い た 負 極 端 子 に 接 続 用 雄 ね じ 部 又 は 接 続 用 突 出 部 が 形 成 さ れ る と 共
に 、
　 当 該 端 子 の 接 続 用 雄 ね じ 部 又 は 接 続 用 突 出 部 に 、 当 該 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い
金 属 製 で あ っ て 、 外 周 に 雄 ね じ 部 が 形 成 さ れ た 貫 通 筒 状 又 は 蓋 付 き 筒 状 の ス リ ー ブ の 内 周
に 形 成 さ れ た 雌 ね じ を 螺 着 又 は こ の ス リ ー ブ を 外 嵌 固 着 し た こ と を 特 徴 と す る 非 水 電 解 質
電 池 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】



　 本 発 明 は 、 正 極 端 子 に ア ル ミ ニ ウ ム 材 等 を 用 い た 非 水 電 解 質 電 池 に 関 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 電 気 自 動 車 等 に 用 い る 大 型 大 容 量 の 長 円 筒 形 巻 回 型 の 発 電 要 素 １ を 備 え た 非 水 電 解 質 二
次 電 池 の 構 造 例 を 説 明 す る 。 こ の 発 電 要 素 １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 帯 状 の 正 極 １ ａ と 負
極 １ ｂ を 帯 状 の セ パ レ ー タ １ ｃ を 介 し て 長 円 筒 形 に 巻 回 し て 構 成 し た も の で あ る 。 正 極 １
ａ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 箔 の 下 端 部 を 除 く 表 面 に リ チ ウ ム コ バ ル ト 複 合 酸 化 物 等 の 正 極 活 物 質
を 塗 布 し た も の で あ り 、 負 極 １ ｂ は 、 銅 箔 の 上 端 部 を 除 く 表 面 に グ ラ フ ァ イ ト 等 の 負 極 活
物 質 を 塗 布 し た も の で あ る 。 こ れ ら の 正 極 １ ａ と 負 極 １ ｂ は 、 そ れ ぞ れ 上 下 に 少 し ず つ ず
ら し て 巻 回 す る こ と に よ り 、 下 方 に は 正 極 １ ａ の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 が 露 出 し た 下 端 部 を 突 出
さ せ る と 共 に 、 上 方 に は 負 極 １ ｂ の 銅 箔 が 露 出 し た 上 端 部 を 突 出 さ せ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 発 電 要 素 １ に は 、 図 ７ 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 負 極 集 電 体 ２ と 正 極 集 電 体 ４ と が 接
続 固 定 さ れ る 。 負 極 集 電 体 ２ は 、 銅 板 を プ レ ス 加 工 し て 一 端 部 に 集 電 部 ２ ａ を 形 成 し た も
の で あ り 、 他 端 部 に は 銅 材 の 負 極 端 子 ３ が か し め 等 に よ り 接 続 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 正
極 集 電 体 ４ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 を プ レ ス 加 工 し て 下 方 の 一 端 部 に 集 電 部 ４ ａ を 形 成 し た も
の で あ り 、 そ こ か ら 上 方 に 引 き 出 し た 他 端 部 に ア ル ミ ニ ウ ム 材 の 正 極 端 子 ５ が か し め に よ
り 接 続 固 定 さ れ て い る 。 こ れ ら の 負 極 端 子 ３ や 正 極 端 子 ５ は 、 負 極 集 電 体 ２ や 正 極 集 電 体
４ の 板 面 の 上 部 に 円 筒 形 の 本 体 を 突 設 し た も の で あ り 、 こ の 円 筒 形 の 本 体 の 途 中 に 予 め そ
れ ぞ れ セ ラ ミ ッ ク ス リ ン グ ７ を 介 し て ア ル ミ ニ ウ ム リ ン グ ８ を 外 嵌 固 定 し セ ラ ミ ッ ク ス ・
ハ ー メ チ ッ ク ・ シ ー ル を 施 し て い る 。 な お 、 負 極 集 電 体 ２ や 正 極 集 電 体 ４ の 円 筒 形 の 本 体
と セ ラ ミ ッ ク ス リ ン グ ７ の 間 、 及 び 、 こ の セ ラ ミ ッ ク ス リ ン グ ７ と ア ル ミ ニ ウ ム リ ン グ ８
と の 間 は 、 金 属 ロ ウ 材 等 に よ る 封 止 材 に よ り 封 止 固 定 さ れ る 。 負 極 端 子 ３ は 、 集 電 部 ２ ａ
に 発 電 要 素 １ の 上 方 に 突 出 す る 負 極 １ ｂ の 上 端 部 の 銅 箔 を そ れ ぞ れ 挟 み 込 ん で 超 音 波 溶 接
や レ ー ザ 溶 接 等 に よ り 接 続 固 定 さ れ る 。 ま た 、 正 極 集 電 体 ４ も 、 集 電 部 ４ ａ に 発 電 要 素 １
の 下 方 に 突 出 す る 正 極 １ ａ の 下 端 部 の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 を そ れ ぞ れ 挟 み 込 ん で 超 音 波 溶 接 や
レ ー ザ 溶 接 等 に よ り 接 続 固 定 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 負 極 集 電 体 ２ と 正 極 集 電 体 ４ を 接 続 固 定 し た 発 電 要 素 １ は 、 図 ９ に 示 す よ う な 長 円
筒 形 の 電 池 ケ ー ス ６ に 収 納 さ れ て 密 閉 さ れ る 。 電 池 ケ ー ス ６ は 、 長 円 筒 形 容 器 状 の ケ ー ス
本 体 部 ６ ａ の 上 端 開 口 部 に 、 長 円 形 板 状 の 蓋 部 ６ ｂ を 嵌 め 込 ん で Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 や レ ー ザ 溶 接
等 に よ り 封 止 固 着 し た も の で あ る 。 こ の 際 、 蓋 部 ６ ｂ に は 、 予 め ２ 箇 所 の 開 口 孔 に 下 方 か
ら 負 極 端 子 ３ と 正 極 端 子 ５ の 円 筒 形 の 本 体 の 上 端 部 を 挿 入 す る と 共 に 、 セ ラ ミ ッ ク ス リ ン
グ ７ を 介 し た ア ル ミ ニ ウ ム リ ン グ ８ を 嵌 合 さ せ て Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 や レ ー ザ 溶 接 等 に よ り 封 止 固
着 す る 。 従 っ て 、 例 え ば 正 極 端 子 ５ の 場 合 に は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 下 端 部 の か し め 用
突 起 ５ ｃ が 正 極 集 電 体 ４ に か し め ら れ て 接 続 固 定 さ れ る と 共 に 、 円 筒 形 の 本 体 の 上 端 部 が
蓋 部 ６ ｂ の 開 口 孔 か ら 上 方 に 突 出 し 、 こ の 開 口 孔 に 嵌 合 さ せ た ア ル ミ ニ ウ ム リ ン グ ８ の 内
周 部 の セ ラ ミ ッ ク ス リ ン グ ７ に よ り 絶 縁 封 口 さ れ る 。 ま た 、 負 極 端 子 ３ も 同 様 に し て 負 極
集 電 体 ２ に 接 続 固 定 さ れ る と 共 に 蓋 部 ６ ｂ の 開 口 孔 に 絶 縁 封 口 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 正 極 端 子 ５ に は 、 円 筒 形 の 本 体 に 上 端 面 に 開 口 す る 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ が 形 成 さ れ
て い る 。 そ し て 、 こ こ に 圧 着 端 子 ９ を 通 し て ボ ル ト １ ０ を 螺 着 す る こ と に よ り 、 こ の 圧 着
端 子 ９ に 圧 着 さ れ た 外 部 の ケ ー ブ ル １ ４ を 電 池 ケ ー ス ６ 内 部 の 発 電 要 素 １ の 正 極 １ ａ に 接
続 す る こ と が で き る 。 ま た 、 負 極 端 子 ３ に も 同 様 の 接 続 用 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ て 、 外 部 の
ケ ー ブ ル が 接 続 で き る よ う に な っ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ こ で 、 非 水 電 解 質 二 次 電 池 で は 、 上 記 の よ う に 正 極 端 子 ５ に 純 ア ル ミ ニ ウ ム 材 を 用 い
、 負 極 端 子 ３ に 純 銅 材 を 用 い る の が 一 般 的 で あ る 。 即 ち 、 正 極 端 子 ５ は 、 正 極 １ ａ や 正 極
集 電 体 ４ と 同 様 に 非 水 電 解 液 中 で 正 の 電 位 を 持 つ の で 、 こ れ に よ る 耐 腐 食 性 を 考 慮 す る と
共 に 、 正 極 １ ａ の ア ル ミ ニ ウ ム 箔 と の 溶 接 性 も 考 慮 し て 、 同 種 の ア ル ミ ニ ウ ム 材 を 用 い る
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。 ま た 、 負 極 端 子 ３ は 、 負 極 １ ｂ や 負 極 集 電 体 ２ と 同 様 に 非 水 電 解 液 中 で 負 の 電 位 を 持 つ
の で 、 こ れ に よ る 耐 腐 食 性 を 考 慮 す る と 共 に 、 負 極 １ ｂ の 銅 箔 と の 溶 接 性 も 考 慮 し て 、 同
種 の 銅 材 を 用 い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 と こ ろ が 、 ア ル ミ ニ ウ ム は 金 属 材 料 と し て は 強 度 が 弱 い た め 、 こ れ を 正 極 端 子 ５ に 用 い
る と 、 ケ ー ブ ル １ ４ を 接 続 す る た め の ボ ル ト １ ０ を 強 く 締 め 付 け す ぎ た 場 合 や 何 度 も ボ ル
ト １ ０ の 着 脱 を 繰 り 返 し た よ う な 場 合 に 、 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ の ね じ 山 が 破 損 し 電 池 の 接
続 が で き な く な る お そ れ が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 こ の 問 題 を 解 消 す る た め に 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 材 か ら な る 正 極
端 子 ５ の 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ に 予 め 鉄 鋼 や ス テ ン レ ス 鋼 等 の 強 度 の 高 い 金 属 製 の 接 続 金 具
１ １ の 下 端 部 に 突 設 し た 雄 ね じ を 螺 着 し て お き 、 こ の 接 続 金 具 １ １ の 本 体 に 形 成 し た 雌 ね
じ に ボ ル ト １ ０ 等 を 螺 着 す る よ う に し た 場 合 も あ っ た 。 し か し 、 こ の よ う な 接 続 金 具 １ １
を 用 い る と 、 正 極 端 子 ５ の 蓋 部 ６ ｂ か ら の 突 出 量 が 大 き く な り 、 電 池 の 設 置 ス ペ ー ス に 無
駄 が 多 く な る と い う 新 た な 問 題 が 生 じ る 。
　 　 　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 上 記 問 題 は 、 正 極 端 子 ５ に 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ が 穿 設 さ れ た 場 合 に 限 ら ず 、 接 続
用 雄 ね じ 部 が 突 設 さ れ た 場 合 に も 同 様 に 発 生 す る 。 ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 材 の 正 極 端 子 ５ に
限 ら ず 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 に 比 べ て 強 度 の 弱 い 銅 材 を 用 い た 負 極 端 子 ３ に も 同 様 に 発 生 す る
。
　 　 　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 事 情 に 対 処 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 ア ル ミ ニ ウ ム や 銅 等 の 端
子 に 鉄 鋼 や ス テ ン レ ス 鋼 等 の 強 度 の 高 い 金 属 製 の ね じ を 装 着 す る こ と に よ り 、 ね じ 山 が 破
損 す る お そ れ の な い 非 水 電 解 質 電 池 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 請 求 項 １ の 非 水 電 解 質 電 池 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 若 し く は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い た 正 極 端
子 及 び ／ 又 は 銅 若 し く は 銅 合 金 を 用 い た 負 極 端 子 に 接 続 用 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ る と 共 に 、
当 該 端 子 の 接 続 用 雌 ね じ 部 に 当 該 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 製 の ヘ リ サ ー ト が
装 着 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 端 子 の 接 続 用 雌 ね じ 部 に ボ ル ト 等 を ね じ 込 む と ヘ リ サ ー ト に
螺 着 さ れ る こ と に な る の で 、 こ の ボ ル ト 等 を 強 く 締 め 付 け た り 着 脱 を 繰 り 返 し て も 接 続 用
雌 ね じ 部 や ヘ リ サ ー ト の ね じ 山 が 破 損 す る よ う な こ と が な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ の 非 水 電 解 質 電 池 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 若 し く は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い た 正 極 端
子 及 び ／ 又 は 銅 若 し く は 銅 合 金 を 用 い た 負 極 端 子 に 接 続 用 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ る と 共 に 、
当 該 端 子 の 接 続 用 雌 ね じ 部 に 、 当 該 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 製 で あ っ て 、 内
周 に 雌 ね じ 部 が 形 成 さ れ た 貫 通 筒 状 又 は 底 付 き 筒 状 の ス リ ー ブ の 外 周 に 形 成 さ れ た 雄 ね じ
を 螺 着 し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 製 の ス リ ー ブ の 内 周 の
雌 ね じ 部 に ボ ル ト 等 が 螺 着 さ れ る の で 、 こ の ボ ル ト 等 を 強 く 締 め 付 け た り 着 脱 を 繰 り 返 し
て も 接 続 用 雌 ね じ 部 や ス リ ー ブ の ね じ 山 が 破 損 す る よ う な こ と が な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ の 非 水 電 解 質 電 池 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 若 し く は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い た 正 極 端
子 及 び ／ 又 は 銅 若 し く は 銅 合 金 を 用 い た 負 極 端 子 に 接 続 用 穴 部 が 形 成 さ れ る と 共 に 、 当 該
端 子 の 接 続 用 穴 部 に 、 当 該 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 製 で あ っ て 、 内 周 に 雌 ね
じ 部 が 形 成 さ れ た 貫 通 筒 状 又 は 底 付 き 筒 状 の ス リ ー ブ を 嵌 入 固 着 し た こ と を 特 徴 と す る 。
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　 　 　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 製 の ス リ ー ブ の 内 周 の
雌 ね じ 部 に ボ ル ト 等 が 螺 着 さ れ る の で 、 こ の ボ ル ト 等 を 強 く 締 め 付 け た り 着 脱 を 繰 り 返 し
て も ス リ ー ブ の ね じ 山 が 破 損 す る よ う な こ と が な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ４ の 非 水 電 解 質 電 池 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 若 し く は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い た 正 極 端
子 及 び ／ 又 は 銅 若 し く は 銅 合 金 を 用 い た 負 極 端 子 に 接 続 用 雄 ね じ 部 又 は 接 続 用 突 出 部 が 形
成 さ れ る と 共 に 、 当 該 端 子 の 接 続 用 雄 ね じ 部 又 は 接 続 用 突 出 部 に 、 当 該 端 子 の 金 属 材 料 よ
り も 強 度 の 高 い 金 属 製 で あ っ て 、 外 周 に 雄 ね じ 部 が 形 成 さ れ た 貫 通 筒 状 又 は 蓋 付 き 筒 状 の
ス リ ー ブ の 内 周 に 形 成 さ れ た 雌 ね じ を 螺 着 又 は こ の ス リ ー ブ を 外 嵌 固 着 し た こ と を 特 徴 と
す る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 端 子 の 金 属 材 料 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 製 の ス リ ー ブ の 外 周 の
雄 ね じ 部 に ナ ッ ト 等 が 螺 着 さ れ る の で 、 こ の ナ ッ ト 等 を 強 く 締 め 付 け た り 着 脱 を 繰 り 返 し
て も ス リ ー ブ 等 の ね じ 山 が 破 損 す る よ う な こ と が な く な る 。 ス リ ー ブ は 、 端 子 の 接 続 用 雄
ね じ 部 に 螺 着 し 、 又 は 、 接 続 用 突 出 部 に 確 実 に 外 嵌 さ れ て 固 着 さ れ る 。
　 　 　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 各 請 求 項 の 端 子 は 、 強 度 の 弱 い ア ル ミ ニ ウ ム 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い た 正 極 端
子 で あ る 場 合 に 限 ら ず 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 に 比 べ れ ば 比 較 的 強 度 の 弱 い 銅 又 は 銅 合 金 を 用 い
た 負 極 端 子 の 場 合 で も 、 同 様 に ヘ リ サ ー ト や ス リ ー ブ を 取 り 付 け る こ と に よ り 、 ね じ 山 の
破 損 を 防 止 す る こ と が で き る よ う に な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ ～ 図 ２ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 図 １ は 正 極 端 子 に ヘ リ サ ー ト
を 装 着 す る 際 の 縦 断 面 図 、 図 ２ は ヘ リ サ ー ト を 装 着 し た 正 極 端 子 に ボ ル ト を 取 り 付 け る 際
の 縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ７ ～ 図 １ １ に 示 し た 従 来 例 と 同 様 の 機 能 を 有 す る 構 成 部 材 に
は 同 じ 番 号 を 付 記 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 形 態 は 、 図 ７ ～ 図 ９ に 示 し た 従 来 例 と 同 様 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 に つ い て 説 明 す
る 。 こ の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 正 極 端 子 ５ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 材 か ら な り 、 図 １ に 示 す よ う
に 、 円 筒 形 の 本 体 に 上 端 面 に 開 口 す る 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 た だ し 、 図
１ ０ の 従 来 例 で 示 し た 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ が Ｍ ８ の 大 き さ で あ る と す れ ば 、 本 実 施 形 態 の
接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ は 、 Ｍ １ ０ の 大 き さ の 雌 ね じ と す る 。 こ の 正 極 端 子 ５ は 、 下 端 部 に フ
ラ ン ジ 部 ５ ｂ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 フ ラ ン ジ 部 ５ ｂ の 下 端 面 か ら か し め 用 突 起 ５ ｃ が 突 設
さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の か し め 用 突 起 ５ ｃ を 正 極 集 電 体 ４ の 開 口 孔 に 挿 入 し て か し め る
こ と に よ り 、 正 極 端 子 ５ を 接 続 固 定 し て い る 。 ま た 、 こ の 正 極 端 子 ５ は 、 予 め 円 筒 形 の 本
体 の 途 中 に ロ ウ 付 け に よ り セ ラ ミ ッ ク ス リ ン グ ７ を 介 し て ア ル ミ ニ ウ ム リ ン グ ８ を 外 嵌 固
定 し セ ラ ミ ッ ク ス ・ ハ ー メ チ ッ ク ・ シ ー ル を 施 し て お き 、 蓋 部 ６ ｂ の 開 口 孔 に 下 方 か ら こ
の 円 筒 形 の 本 体 の 上 端 部 を 挿 入 す る と 共 に 、 セ ラ ミ ッ ク ス リ ン グ ７ を 介 し た ア ル ミ ニ ウ ム
リ ン グ ８ を 嵌 合 さ せ て Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 や レ ー ザ 溶 接 等 に よ り 封 止 固 着 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 正 極 端 子 ５ と 正 極 集 電 体 ４ の 接 続 固 定 は 、 溶 接 等 の 他 の 手 段 を 用 い る こ と も で き
、 正 極 集 電 体 ４ で は な く リ ー ド 材 等 を 介 し て 正 極 端 子 ５ を 正 極 １ ａ に 接 続 す る こ と も で き
る 。 ま た 、 こ の 正 極 端 子 ５ の 絶 縁 封 口 も 、 こ の よ う な セ ラ ミ ッ ク ス ・ ハ ー メ チ ッ ク ・ シ ー
ル に 限 ら ず 、 ガ ラ ス ・ ハ ー メ チ ッ ク ・ シ ー ル や Ｏ リ ン グ 等 の 樹 脂 シ ー ル 材 等 に よ る 任 意 の
シ ー ル 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 正 極 端 子 ５ の 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ に は 、 ヘ リ サ ー ト １ ２ が 装 着 さ れ る 。 ヘ リ サ ー ト
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１ ２ は 、 鉄 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 銅 合 金 、 チ タ ン 合 金 、 ニ ッ ケ ル 合 金 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金
、 そ の 他 の 純 ア ル ミ ニ ウ ム 材 よ り も 強 度 が 高 く 、 か つ 、 弾 性 を 有 す る 金 属 材 料 を コ イ ル 状
に 密 に 巻 回 し た も の で あ り 、 こ の コ イ ル 状 の 外 周 面 が 雄 ね じ 状 を 成 す と 共 に 、 内 周 面 が 雌
ね じ 状 を 成 す も の で あ る 。 こ の ヘ リ サ ー ト １ ２ は 、 挿 入 工 具 を 用 い て 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ
に 装 着 さ れ る 。 す る と 、 ヘ リ サ ー ト １ ２ の 外 周 面 が Ｍ １ ０ の 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ に 螺 着 し
た 状 態 と な り 、 内 周 面 が Ｍ ８ の 雌 ね じ 状 と な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 正 極 端 子 ５ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｍ ８ の ボ ル ト １ ０ を 圧 着 端 子 ９ に 通 し て 螺 着
す る こ と に よ り 、 こ の 圧 着 端 子 ９ に 圧 着 さ れ た 外 部 の ケ ー ブ ル １ ４ が 接 続 さ れ る 。 こ の 際
、 ボ ル ト １ ０ の 雄 ね じ は 、 ヘ リ サ ー ト １ ２ の 内 周 面 の 雌 ね じ 状 の 部 分 に 螺 着 さ れ る の で 、
ア ル ミ ニ ウ ム 材 か ら な る 正 極 端 子 ５ の 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ は 、 強 度 の 高 い ヘ リ サ ー ト １ ２
に よ っ て 保 護 さ れ て 、 ボ ル ト １ ０ を 強 く 締 め 付 け す ぎ た 場 合 や 何 度 も 着 脱 を 繰 り 返 し た 場
合 に も 、 ね じ 山 が 破 損 す る よ う な お そ れ が な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ ～ 図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 図 ３ は 接 続 用 雌 ね じ 部 に ス リ
ー ブ を 装 着 し た 正 極 端 子 の 縦 断 面 図 、 図 ４ は 接 続 用 穴 部 に ス リ ー ブ を 装 着 し た 正 極 端 子 の
縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 １ ～ 図 ２ に 示 し た 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 機 能 を 有 す る 構 成 部 材
に は 同 じ 番 号 を 付 記 し て 説 明 を 省 略 す る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 実 施 形 態 も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 正 極 端 子 ５ に つ い て
説 明 す る 。 た だ し 、 こ の 正 極 端 子 ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 円 筒 形 の 本 体 の 径 を 大 き く し
て 、 こ こ に Ｍ １ ２ の 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 こ の 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ
に は 、 ス リ ー ブ １ ３ が 螺 着 さ れ て い る 。 ス リ ー ブ １ ３ は 、 鉄 鋼 、 ス テ ン レ ス 鋼 、 銅 合 金 、
チ タ ン 合 金 、 ニ ッ ケ ル 合 金 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 そ の 他 の 純 ア ル ミ ニ ウ ム 材 よ り も 強 度
の 高 い 金 属 材 料 か ら な る 筒 体 で あ り 、 外 周 面 に Ｍ １ ２ の 雄 ね じ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 内 周
面 に Ｍ ８ の 雌 ね じ が 形 成 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 正 極 端 子 ５ に も 、 第 １ 実 施 形 態 の 図 ２ に 示 し た よ う に 、 Ｍ ８ の ボ ル ト １ ０ を 圧 着 端
子 ９ に 通 し て 螺 着 す る こ と に よ り 外 部 の ケ ー ブ ル １ ４ を 接 続 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、
ボ ル ト １ ０ の 雄 ね じ は 、 ス リ ー ブ １ ３ の 内 周 面 の 雌 ね じ に 螺 着 さ れ る の で 、 ア ル ミ ニ ウ ム
材 か ら な る 正 極 端 子 ５ の 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ は 、 強 度 の 高 い ス リ ー ブ １ ３ に よ っ て 保 護 さ
れ て 、 ボ ル ト １ ０ を 強 く 締 め 付 け す ぎ た 場 合 や 何 度 も 着 脱 を 繰 り 返 し た 場 合 に も 、 ね じ 山
が 破 損 す る よ う な お そ れ が な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 正 極 端 子 ５ に 接 続 用 雌 ね じ 部 ５ ａ を 設 け る と 共 に 、 ス リ ー ブ
１ ３ の 外 周 面 に 雄 ね じ を 設 け る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 正 極 端 子 ５ に は 、 図 ４ に 示 す よ
う に 、 ね じ 切 り を し な い 接 続 用 穴 部 ５ ｄ を 設 け て お き 、 こ こ に 外 周 面 が ね じ 切 り を し な い
円 筒 周 面 状 と な っ た ス リ ー ブ １ ３ を 嵌 入 し て 固 着 す る よ う に し て も よ い 。 こ の ス リ ー ブ １
３ は 、 圧 入 、 か し め 、 ロ ウ 付 け 又 は 接 着 剤 等 に よ り 接 続 用 穴 部 ５ ｄ に 確 実 に 固 着 す る 。 た
だ し 、 正 極 端 子 ５ の 接 続 用 穴 部 ５ ｄ と ス リ ー ブ １ ３ の 外 周 面 の 形 状 を 多 角 形 状 と し て お け
ば 、 こ の ス リ ー ブ １ ３ の 抜 け 落 ち を 防 止 す る 措 置 を 行 う だ け で も 確 実 に 固 着 す る こ と が で
き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 ス リ ー ブ １ ３ が 底 の な い 貫 通 筒 状 で あ る 場 合 に つ い て 説 明 し
た が 、 底 付 き の 筒 状 で あ っ て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ ～ 図 ６ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 図 ５ は 接 続 用 雄 ね じ 部 に ス リ
ー ブ を 装 着 し た 正 極 端 子 の 縦 断 面 図 、 図 ４ は 接 続 用 突 出 部 に ス リ ー ブ を 装 着 し た 正 極 端 子
の 縦 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 し た 第 １ と 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 様 の 機 能 を 有 す
る 構 成 部 材 に は 同 じ 番 号 を 付 記 し て 説 明 を 省 略 す る 。

(5) JP 2000-138055 A5 2006.1.12



　 　 　 【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 に つ い て 説 明 す る 。 た
だ し 、 こ の 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 正 極 端 子 ５ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 円 筒 形 の 本 体 の 蓋 部
６ ｂ よ り も 上 方 に 突 出 す る 部 分 に 接 続 用 雄 ね じ 部 ５ ｅ が 突 設 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 接 続
用 雄 ね じ 部 ５ ｅ に は 、 ス リ ー ブ １ ３ が 螺 着 さ れ て い る 。 ス リ ー ブ １ ３ は 、 鉄 鋼 、 ス テ ン レ
ス 鋼 、 銅 合 金 、 チ タ ン 合 金 、 ニ ッ ケ ル 合 金 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 、 そ の 他 の 純 ア ル ミ ニ ウ
ム 材 よ り も 強 度 の 高 い 金 属 材 料 か ら な る 蓋 付 き の 筒 体 で あ り 、 外 周 面 に 雄 ね じ が 形 成 さ れ
る と 共 に 、 内 周 面 に 雌 ね じ が 形 成 さ れ て い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 正 極 端 子 ５ に は 、 図 示 し な い ナ ッ ト を 圧 着 端 子 ９ を 介 し て 螺 着 す る こ と に よ り 外 部
の ケ ー ブ ル １ ４ を 接 続 す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 ナ ッ ト の 雌 ね じ は 、 ス リ ー ブ １ ３ の 外
周 面 の 雄 ね じ に 螺 着 さ れ る の で 、 ア ル ミ ニ ウ ム 材 か ら な る 正 極 端 子 ５ の 接 続 用 雄 ね じ 部 ５
ｅ は 、 強 度 の 高 い ス リ ー ブ １ ３ に よ っ て 保 護 さ れ て 、 ナ ッ ト を 強 く 締 め 付 け す ぎ た 場 合 や
何 度 も 着 脱 を 繰 り 返 し た 場 合 に も 、 ね じ 山 が 破 損 す る よ う な お そ れ が な く な る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 正 極 端 子 ５ に 接 続 用 雄 ね じ 部 ５ ｅ を 設 け る と 共 に 、 ス リ ー ブ
１ ３ の 内 周 面 に 雌 ね じ を 設 け る 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 正 極 端 子 ５ に は 、 図 ６ に 示 す よ
う に 、 ね じ 切 り を し な い 接 続 用 突 出 部 ５ ｆ を 設 け て お き 、 こ こ に 内 周 面 が ね じ 切 り を し な
い 円 筒 内 周 面 状 と な っ た ス リ ー ブ １ ３ を 嵌 入 し て 固 着 す る よ う に し て も よ い 。 こ の ス リ ー
ブ １ ３ は 、 圧 入 、 か し め 、 ロ ウ 付 け 又 は 接 着 剤 等 に よ り 接 続 用 穴 部 ５ ｄ に 確 実 に 固 着 す る
。 た だ し 、 正 極 端 子 ５ の 接 続 用 突 出 部 ５ ｆ と ス リ ー ブ １ ３ の 内 周 面 の 形 状 を 多 角 形 状 と し
て お け ば 、 こ の ス リ ー ブ １ ３ の 抜 け 落 ち を 防 止 す る 措 置 を 行 う だ け で も 確 実 に 固 着 す る こ
と が で き る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 ス リ ー ブ １ ３ が 蓋 の あ る 筒 状 で あ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が
、 蓋 の な い 貫 通 筒 状 で あ っ て も よ い 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 上 記 第 １ ～ 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 正 極 端 子 ５ に 純 ア ル ミ ニ ウ ム 材 を 用 い る 場 合
に つ い て 説 明 し た が 、 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 を 用 い る こ と も で き る 。 ま た 、 上 記 第 １ ～ 第 ３ の
実 施 形 態 で は 、 正 極 端 子 ５ に ヘ リ サ ー ト １ ２ や ス リ ー ブ １ ３ を 装 着 す る 場 合 に つ い て 説 明
し た が 、 銅 又 は 銅 合 金 を 用 い た 負 極 端 子 ３ に も 同 様 に 実 施 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 ヘ リ サ
ー ト １ ２ や ス リ ー ブ １ ３ に は 、 負 極 端 子 ３ の 金 属 材 料 で あ る 銅 又 は 銅 合 金 よ り も 強 度 の 高
い 別 の 銅 合 金 や 鉄 鋼 又 は ス テ ン レ ス 鋼 等 を 用 い る 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ７ 】
　 さ ら に 、 上 記 第 １ ～ 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 非 水 電 解 質 二 次 電 池 に つ い て 説 明 し た が 、 一
次 電 池 の 非 水 電 解 質 電 池 に も 同 様 に 実 施 可 能 で あ る 。 ま た 、 電 池 ケ ー ス ６ の 形 状 や 構 成 も
、 長 円 筒 形 や ケ ー ス 本 体 部 ６ ａ と 蓋 部 ６ ｂ の 組 み 合 わ せ に は 限 定 さ れ ず 、 発 電 要 素 １ も 長
円 筒 形 巻 回 型 に 限 定 さ れ な い 。
　 　 　 【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 【 発 明 の 効 果 】
　 以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 の 非 水 電 解 質 電 池 に よ れ ば 、 正 極 端 子 や 負 極 端
子 に ヘ リ サ ー ト や ス リ ー ブ を 装 着 す る こ と に よ り 、 接 続 具 の 締 め 付 け す ぎ や 着 脱 を 繰 り 返
し た 場 合 に も 、 ね じ 山 の 破 損 を 防 止 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 　 【 図 １ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 正 極 端 子 に ヘ リ サ ー ト を 装 着 す る 際 の 縦 断
面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 ヘ リ サ ー ト を 装 着 し た 正 極 端 子 に ボ ル ト を
取 り 付 け る 際 の 縦 断 面 図 で あ る 。
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　 　 【 図 ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 接 続 用 雌 ね じ 部 に ス リ ー ブ を 装 着 し た 正 極
端 子 の 縦 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 接 続 用 穴 部 に ス リ ー ブ を 装 着 し た 正 極 端 子
の 縦 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ５ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 接 続 用 雄 ね じ 部 に ス リ ー ブ を 装 着 し た 正 極
端 子 の 縦 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ６ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 示 す も の で あ っ て 、 接 続 用 突 出 部 に ス リ ー ブ を 装 着 し た 正 極 端
子 の 縦 断 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ７ 】
　 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 構 成 例 を 示 す も の で あ っ て 、 発 電 要 素 と 負 極 集 電 体 と 正 極 集 電 体
の 構 造 を 示 す 組 み 立 て 斜 視 図 で あ る 。
　 　 【 図 ８ 】
　 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 構 成 例 を 示 す も の で あ っ て 、 発 電 要 素 に 負 極 集 電 体 と 正 極 集 電 体
を 接 続 し た 場 合 の 構 造 を 示 す 組 み 立 て 斜 視 図 で あ る 。
　 　 【 図 ９ 】
　 非 水 電 解 質 二 次 電 池 の 構 成 例 を 示 す も の で あ っ て 、 電 池 ケ ー ス の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
　 　 【 図 １ ０ 】
　 従 来 例 を 示 す も の で あ っ て 、 正 極 端 子 に ケ ー ブ ル を 接 続 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る
。
　 　 【 図 １ １ 】
　 他 の 従 来 例 を 示 す も の で あ っ て 、 正 極 端 子 に 接 続 金 具 を 螺 着 し た 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 で
あ る 。
　 　 【 符 号 の 説 明 】
　 　 ５ 　 　 正 極 端 子
　 　 ５ ａ 　 接 続 用 雌 ね じ 部
　 　 ５ ｄ 　 接 続 用 穴 部
　 　 ５ ｅ 　 接 続 用 雄 ね じ 部
　 　 ５ ｆ 　 接 続 用 突 出 部
　 １ ２ 　 　 ヘ リ サ ー ト
　 １ ３ 　 　 ス リ ー ブ
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